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絵画の表現について

今井治男
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び，色を決断するといった美しきものをつくろ

うとする造形活動のうちに，内的現実，あるい

は生活感情を具体化し表現するのである。

例えば，ある対象物をモチーフとして描画す

る時，複雑に変化する外観の内側に形の基盤と

なっている大きな変化や状態を探ろうとする。

その結果，まず画面に描く線は極度に純化され

ているが，対象物の本質的な形態的特徴を三次

元的空間関係のうちに把えようとする線となっ

ている。と同時にそれは形態を説明するだけで

なく，画面の中で－つの均衡状態をつくり出し

てあらわされている。（図１）画面は制作の進

行過程に従って均衡だけでなく変化を求め，統

一を計り，律動感を与えるといった美的調和の

世界を造形していく。即ち，対象物の外観を描

写することは，同時に美的造形作業を行なうこ

ととなるのである。線や形は常に造形的に構築

されていくので，制作の途中の過程においても

これらの関係は崩れることがない。（図２．３）

絵画の完成とはこの造形作業の結果であるた

め，いかに精微に対象物を再現した絵画におい

ても，それは単なる自然物の模倣ではなく，画

面という四角の平面に美的に組立てられた造形

物であり，また，そうでなければならないもの

である。

絵画制作者が，ある自然を非常に美しいと感

じ，その美しさを画面に写し取りたいと考えた

としても，画面上の作業は前述のような造形作

業である。そしてその造形は，対象とする自然

から選びとった線，形，色によってなされてい

くのである。この造形に参加する均衡・変化・

統一・律動・調和等の要素は，単に個人的な屯

Ｉ造形と表現

ルネ・ユイグは絵画をつくる三つの要素とし

て，現実であるところの自然の模倣，美をつく

るための造形的構成，画家の内なるものの表現

としての詩をあげている。即ち，絵画は自然を

写すことを出発点としているが，そのレァリズ

ム的外観の内側には造形の線とヴォリュームの

体系がかくされている。この造形による美と自

然の結合には，それを選択する画家の存在を必

要とし，画家は自身の内的性向や思考，,情緒の

呼びかけに応えて自然を選び，線を決定し，色

彩を選ぶ。この選ぶという行為によって画家自

身の内なるものが絵画に具体化されるという。

そして，「外的現実の再現，これは絵画の口実

である。実現手段の自律的展開，これは絵画の

活動である。内的現実の喚起，これは絵画の目
１）

的である。」としてし､る。

また，町田甲一は「芸術」を定義して「作家

が－芸術家一が，その意識的芸術活動によっ

て，みずからの生活感|青を芸術的一美的一に表

現しえたものである」とし，意識的芸術活動と

は「一つの作品を，より美しく，できるだけ美

しく，少しでも見る人の感性に美的効果を与え

るようにという意識が働いて，しのが作られる
２）

行為をし､う」としている。

この内的現実にしても，生活感情にしても，

共に我々が外界と接触することによって，我々

の心のうちに形成したものであって，芸術の目

的とする表現はこの客観化である。芸術の－分

野である美術においては，線を選び，形を選
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図１木版デッサン製作過程（－） 左 (二）図'２ 囿 図３同左（三）

のでなくすべての人に通ずろ美的感覚である。

即ち，制作者が個人的にもった自然物に対･する

美的感動が，造形的組立てとして絵画化される

ことによって，制作者以外の第三者に伝達でき

るものとなったのである。絵画を鑑賞するもの

は，画面の造形をとおして制作者の感動を共感

するのである。

ところで，造形要素は万人共通の美感である

が，造形するための線を選び，形を選び，色を

決断するのは制作者自身である。制作者は彼の

好みによって，彼自身の内なる求めが肯定し支

持した選択によって造形するのである。した

がうて制作者が造形したものには，彼が外界と

の接触によって心のうちにつくり上げたものが

あらわれ出ることとなる。即ち，絵画で表現さ

れるものは，対象物より見出した造形の組み立

てによって紡ぎ出された制作者の内的世界の美

的表現でもあるといえる。

このように考えると，同一モチーフを描いて

も，表現されるものは各人各様であることがう

なずけよう。

図４．５．６は，いずれも絵画の基礎的な学

習として描いた石膏デッサンである。図４の制

作にあたって作者はこのラポルト像のありよう

を，硬い材質感を描写することによって把え，

土に足をふまえた重厚な存在感として表現して

いる。－方図５の作者は，マルス首像の白い石

膏質の肌と，その立体的凹凸が光線によってつ

くり出す変化を律動的に把え，気品のある表現

として描写している。また図６の作者は，背景

描写によって像と空間との関係を明確にし，愁

いのある存在としてねじれた首のメヂチ像を把

え，杼情的表現としている。

図４の力強いレアリスティックな表現，図５

の光と影の造形，図６の杼'惰性，これらはいず

れもモチーフとした像の外形を正確に観察し，

忠実に再現しようとした作者が，そこから導き

出し，感じとったものである。その結果として

表現されたものは，それぞれが生活体験より得

て心の内につくり上げていたものであって，そ

れが描画された像から見出すことのできる美の

姿となって表われているのである。

絵画の基礎学習として石膏像のデッサンを課

するのは，造形的にゆるぎのない構築を身につ

けさせるためであり，この作業をとおして自分

の眼と手で表現のありようを獲得させようとす

るためである。つまり石膏像の忠実な再現に

よって，客観的事実を正確に観察させ，把握さ

せて，自分の眼と手によって自己の世界を反映

させた造形を試みさせようとするのである。

Ｈ描画材料と表現

対象物描写の絵画表現が，前述のようなもの
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図４ラポルト像鉛筆デッサン図５マルス首像木炭デッサン図６メヂチ首像木炭デッサン

であるとすれば，自己の内的欲求を制作者自身

が明確に自覚し，より積極的にその意欲を充た

そうとした時，単に与えられた対象物をモチー

フとするより，もっと適切に自己を投入できる

ものを選ぼうとすることは当然考えられよう。

描写する物と表現内容との関係であり，画面の

構図と表現内容とのかかわりである。そしてま

た，これを更に進めていくと，自然物の外形を

常に尊重していなければならないということ

は，絵画表現として絶対籍的な条件ではなくなる。

なぜなら，表現の目的は自然の外形を表わすこ

とにあるのでなく，造形的組象立てを導き出す

ために利用されるに過ぎないものであり，それ

を描写するだけでは表現し得ない人間の内的風

景もあるということも考えられるからである。

表現を切実に求めれば求める程，自然物の外形

を歪曲せざるを得ず，また，外形そのものを否

定せざるを得ない場合も生ずるのである。しか

し，自然の外形は跡をとどめなくなったとして

も，根元的意味での自然そのもの－自然に法則

があるとすれば，その法則一は否定できないで

あろう。なぜなら，我々は現実としての自然の

中で生を営み，美的感性を育てているからであ

る。したがって絵画もまた，本質的には広い意

味の自然に支配されているのであるが，人間の

つくった－つの創造物としては自然の外形との

類似は必要条件ではなくなるのである。

今世紀初頭から，絵画が自然の模倣によらな

い，色や形の自立した関係によって表現を得よ

うとする芸術品であることを主張し，その制作

技術も，自然再現を前提とした伝統的技術力を

必要とせず，絵画が本質的に必要とする表現に

そった技術の象を必要とした。

現実のイリュージョンではなく，自立した色

や形によって平面を造形し，一つの創造物とす

ることは，色や形そのものが人間の心の内側と

直接結びつくこととなるために，当然の結果と

して描画材料による色彩効果，形態描出効果に

対する感覚を敏感にしていった。絵具そのもの

の質，絵具と画面によって生まれる特徴的効果

を，表現イメージと直接結びつけるため，単に

視覚的な色や形だけでなく，触覚的相違までが

造形による表現に加わるようになったのである。

立体派のおこなった油絵具に砂を混ぜて画肌を

変える方法や，紙・布類のコラージュ等がそれ

であり，石膏・合成樹脂による造形もまたその

－つである。油絵具という描画用具によって，

現実の物体の材質を表わすのでなく，描画用具

そのものの材質が表現に参加するのである。材

料とその画肌を意味する語，マティエールが現

代絵画の造形上重要な役割を持つようになって

来たのである。

現代絵画のマティニール重視について，木村

重信は彼の著者「現代絵画の解剖」の中で，現












